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上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
の
特
異
性

|
『
君
人
者
何
必
安
哉
（
甲
本
・
乙
本
）
』
を
中
心
に

一
、
上
博
楚
簡
の
二
つ
の
特
色

上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
以
下
、
上
博
楚
簡
と
略
記
）
は
、

上
海
博
物
館
が
一
九
九
四
年
に
香
港
の
文
物
市
場
よ
り
購
入
し
た

戦
国
楚
簡
の
総
称
で
あ
る
。
二

0
0
一
年
に
、
全
九
冊
か
ら
な
る

報
告
書
の
第
一
分
冊
に
あ
た
る
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦

国
楚
竹
書
（
一
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
が
刊
行
さ
れ
、
現
在
、

第
七
分
冊
ま
で
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た
お
よ

そ
四
十
篇
余
り
に
の
ぼ
る
竹
簡
の
書
籍
は
、
思
想
・
歴
史
・
文
学

な
ど
の
多
方
面
に
お
よ
び
、
仮
に
こ
れ
ら
の
書
籍
が
同
一
楚
墓
の

副
葬
品
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
墓
主
は
楚
の
学
芸
に
お
い
て
か
な

り
重
要
な
位
置
に
あ
る
人
物
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
報
告
書
の
刊
行
の
進
展
に
と
も
な
い
、
上
博
楚

中
国
研
究
集
刊
玉
号
（
総
五
十
号
）
平
成
二
十
二
年
一
月
ニ
ニ
八
ー
ニ
四
七
頁

簡
と
い
う
資
料
群
の
性
格
が
徐
々
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
わ
け

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
六
分
冊
お
よ
び
第
七

分
冊
の
刊
行
に
よ
っ
て
（
注
1
)
、
以
下
の
ご
と
き
二
つ
の
新
た
な
特

色
が
見
い
だ
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

第
一
は
、
同
じ
内
容
を
も
つ
二
種
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
な
る
資
料

群
（
以
下
、
A
グ
ル
ー
プ
と
仮
称
）
の
存
在
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
以
下
の
四
組
が
挙
げ
ら
れ
る
（
注
2
)
0

A
グ
ル
ー
プ

『
天
子
建
州
（
甲
本
・
乙
本
）
』
（
第
六
分
冊
所
収
）

『
鄭
子
家
喪
（
甲
本
・
乙
本
）
』
（
第
七
分
冊
所
収
）

『
君
人
者
何
必
安
哉
（
甲
本
・
乙
本
）
』
（
第
七
分
冊
所
収
）

『
凡
物
流
形
（
甲
本
・
乙
本
）
』
（
第
七
分
冊
所
収
）

福

田

哲

之
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同
じ
内
容
を
も
つ
複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
出
土
し
た
例
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
の
『
老
子
』
甲
本
・
乙
本
が
あ

り
、
さ
ら
に
同
類
の
内
容
を
も
つ
例
と
し
て
、
馬
王
堆
漢
墓
吊
書

の
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
・
乙
篇
、
『
刑
徳
』
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
、

睡
虎
地
秦
簡
の
『
日
書
』
甲
種
・
乙
種
、
放
馬
灘
秦
簡
の
『
日
書
』

甲
種
・
乙
種
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
と
先
に

挙
げ
た
A
グ
ル
ー
プ
の
四
組
と
の
間
に
は
明
瞭
な
相
違
が
認
め
ら

れ
る
。ま

ず
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
甲
本
・
乙
本
に
つ
い
て
は
、
避

緯
字
や
字
体
の
分
析
か
ら
甲
本
が
高
祖
期
（
前
二

0
六
S
前
一
九

五
）
、
乙
本
は
恵
帝
即
位
後
（
前
一
九
四
）
か
ら
文
帝
即
位
前
（
前

一
八

O
)
の
書
写
と
推
定
さ
れ
、
甲
本
に
は
巻
後
古
侠
書
四
種
（
『
五

行
』
『
九
主
』
『
明
君
』
『
徳
聖
』
）
、
乙
本
に
は
巻
前
古
侠
書
四
種

（
『
経
法
』
『
十
六
経
』
『
称
』
『
道
原
』
）
が
附
載
さ
れ
て
い
て
、

書
写
年
代
と
来
源
と
を
異
に
す
る
別
個
の
テ
キ
ス
ト
と
見
な
さ
れ

る
。
次
に
、
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
・
乙
篇
、
『
刑

徳
』
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
お
よ
び
睡
虎
地
秦
簡
『
日
書
』
甲
種
・

乙
種
、
放
馬
灘
秦
簡
『
日
書
』
甲
種
・
乙
種
の
場
合
は
、
い
ず
れ

も
方
位
•
四
時
•
月
令
•
星
宿
・
揮
月
な
ど
の
占
験
と
吉
凶
の
記

録
か
ら
な
る
、
吉
凶
時
日
選
択
に
か
か
わ
る
数
術
書
で
あ
り
、
そ

の
実
用
性
の
ゆ
え
に
、
目
的
に
応
じ
て
類
似
の
内
容
を
も
つ
複
数

の
テ
キ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
A
グ
ル
ー
プ
の
四
組
は
、
純
粋
に
同
じ
内
容
を

も
つ
二
種
の
テ
キ
ス
ト
と
い
う
関
係
で
あ
り
、
し
か
も
本
文
や
字

体
の
分
析
か
ら
、
各
組
の
甲
乙
両
本
は
そ
れ
ぞ
れ
き
わ
め
て
近
い

系
譜
関
係
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
内
容
面
に
お
い
て
も
、

礼
に
関
す
る
雑
録
、
楚
王
の
故
事
、
問
答
形
式
の
思
想
書
と
い
っ

た
性
格
の
書
籍
で
あ
り
、
『
日
書
』
な
ど
の
数
術
書
の
よ
う
に
、
複

数
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
認
め
ら

れ
な
い
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
同
一
内
容
を
も
つ
二
種

の
テ
キ
ス
ト
が
複
数
組
存
在
す
る
例
は
他
の
墓
葬
簡
に
は
見
い
だ

さ
れ
ず
、
今
の
と
こ
ろ
上
博
楚
簡
独
自
の
特
色
と
見
な
し
得
る
よ

う
で
あ
る
（
注
3
)
0

特
色
の
第
二
は
、
稚
拙
性
を
帯
び
た
字
体
を
も
つ
資
料
群
（
以

下、

B
グ
ル
ー
プ
と
仮
称
）
の
存
在
で
あ
る
。
本
稿
で
は
便
宜
上
、

こ
れ
ら
を
特
殊
字
体
簡
と
称
し
て
お
き
た
い
。
書
写
さ
れ
た
文
字

に
対
す
る
巧
拙
の
判
断
は
、
主
観
に
左
右
さ
れ
る
部
分
が
多
く
、

稚
拙
性
と
い
う
観
点
を
字
体
分
析
に
導
入
す
る
こ
と
に
は
抵
抗
が

あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
に
い
う
稚
拙
性
と
は
、
芸
術
性
に
か
か
わ

る
よ
う
な
微
妙
な
差
異
の
問
題
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
、
客
観
的

に
判
別
し
得
る
も
の
を
指
す
。
そ
の
観
点
と
し
て
以
下
の
四
項
目

が
挙
げ
ら
れ
る
。
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(
-
）
文
字
の
大
き
さ
が
不
揃
い
で
ま
と
ま
り
が
な
い
。

（
二
）
点
画
の
長
さ
や
方
向
が
一
定
し
な
い
。

（
三
）
線
の
太
さ
に
ム
ラ
が
あ
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
柔
弱
な
線

が
ま
じ
る
。

（
四
）
字
間
が
不
規
則
で
一
定
し
な
い
。

こ
の
う
ち

(
-
)
S
（
三
）
は
、
文
字
様
式
に
か
か
わ
る
観
点

で
あ
る
。
書
き
手
の
様
式
が
い
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
段
階
で
は
、

文
字
の
大
き
さ
·
点
画
の
長
短
や
方
向
•
線
の
太
さ
な
ど
が
不
安

定
で
、
文
字
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
構
成
上
の
破
綻
が
生
じ
る
。
こ

う
し
た
状
況
は
主
と
し
て
、
文
字
や
書
法
に
習
熟
し
て
い
な
い
書

き
手
に
多
く
見
ら
れ
、
一
定
の
修
練
を
へ
て
様
式
が
確
立
し
た
書

き
手
の
文
字
は
、
安
定
し
て
破
綻
が
少
な
い
。
ま
た
（
四
）
に
掲

げ
た
字
間
は
、
整
写
さ
れ
た
竹
簡
か
否
か
を
判
別
す
る
上
で
重
要

な
観
点
で
あ
り
、
文
字
書
写
の
習
熟
度
と
字
間
の
均
一
度
と
の
間

に
は
、
一
定
の
相
関
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
観
点
に
よ
っ

て
抽
出
さ
れ
る
特
殊
字
体
簡
に
属
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
以
下
の
六

種
で
あ
る
。

B
グ
ル
ー
プ

『
平
王
与
王
子
木
』
（
第
六
分
冊
所
収
）

『
恨
子
日
恭
倹
』
（
第
六
分
冊
所
収
）

『
用
日
』
（
第
六
分
冊
所
収
）

『
天
子
建
州
（
乙
本
）
』
（
第
六
分
冊
所
収
）

『
君
人
者
何
必
安
哉
（
甲
本
・
乙
本
）
』
（
第
七
分
冊
所
収
）

『
凡
物
流
形
（
甲
本
）
』
（
第
七
分
冊
所
収
）

な
お
、
特
殊
字
体
簡
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

B
グ

ル
ー
プ
の
中
か
ら
取
り
あ
え
ず
『
用
日
』
、
『
天
子
建
州
（
乙
本
）
』
、

『
凡
物
流
形
（
甲
本
）
』
の
図
版
を
掲
げ
（
末
尾
[
図
1
]
参
照
Y

あ
わ
せ
て
習
熟
し
た
書
き
手
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
整
写
簡
の
例
と

し
て
『
容
成
氏
』
、
『
亙
先
』
、
『
曹
沫
之
陳
』
の
図
版
を
掲
げ
て
お

く
（
末
尾
[
図

2
]
参
照
）
〇

管
見
に
よ
れ
ば
、
上
博
楚
簡
以
外
の
墓
葬
簡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

書
風
を
異
に
す
る
が
、
い
ず
れ
も
習
熟
し
た
書
き
手
を
思
わ
せ
る

均
斉
な
字
体
で
書
写
さ
れ
て
お
り
、

B
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
な
稚
拙

性
を
帯
び
た
特
殊
字
体
簡
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
こ

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
敦
煙
漢
簡
や
居
延
漢
簡
の
よ
う
な
辺
境
の

フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
出
土
し
た
漢
簡
の
な
か
に
、
い
く
つ
か
の
類
例

が
見
い
だ
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
官
吏
の
手
習

い
と
お
ぼ
し
き
習
書
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
殊
字
体
簡
の
性

格
を
考
察
す
る
上
に
貴
重
な
示
唆
を
与
え
る
。

さ
ら
に
留
意
す
べ
き
は
、

B
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に

A
グ
ル
ー
プ

の
四
種
の
う
ち
の
『
鄭
子
家
喪
』
を
除
く
三
種
（
『
天
子
建
州
（
乙

(230) 



本
）
』
『
凡
物
流
形
（
甲
本
）
』
『
君
人
者
何
必
安
哉
（
甲
•
乙
本
）
』
）

が
含
ま
れ
て
お
り
、
両
グ
ル
ー
プ
の
間
に
密
接
な
関
係
が
予
想
さ

れ
る
点
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
う
し
た

A
.
B
両
グ
ル
ー
プ
の
特
色
を
、
ど
の
よ

う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
の
諸
点
を
踏
ま
え
、

筆
者
は
以
下
の
よ
う
な
仮
説
を
提
起
し
た
い
。

A
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
同
じ
内
容
を
も
っ
た
二
種
の
テ
キ
ス

ト
の
存
在
は
、
教
学
の
場
に
お
け
る
特
殊
な
事
例
で
あ
り
、

そ
の
多
く
を
含
む

B
グ
ル
ー
プ
の
特
殊
字
体
簡
は
、
文
字
や

書
法
に
十
分
に
習
熟
し
て
い
な
い
書
き
手
に
よ
る
、
習
書
的

な
性
格
を
も
っ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

次
章
以
降
で
は
、
こ
の
仮
説
の
検
証
作
業
の
一
環
と
し
て
、
A
.

B

両
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
『
君
人
者
何
必
安
哉
（
甲
•
乙
本
）
』
を

中
心
に
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
（
注
4
)
0

二
、
『
君
人
者
何
必
安
哉
（
甲
本
・
乙
本
）
』
の
比
較
分
析

『
君
人
者
何
必
安
哉
』
は
、
楚
の
昭
王
に
対
す
る
老
臣
苑
乗
の

諫
言
か
ら
な
り
、
昭
王
の
三
つ
の
短
所
を
指
摘
し
、
人
の
君
た
る

も
の
と
し
て
の
心
構
え
を
説
く
と
い
う
内
容
を
も
つ
。
王
毀

室
•
昭
王
与
典
之
牌
』
『
束
大
王
泊
旱
』
『
荘
王
既
成
・
申
公
臣
霊

王
』
『
平
王
問
鄭
寿
•
平
王
与
王
子
木
』
『
鄭
子
家
喪
』
な
ど
と
同

様
、
楚
の
王
室
に
か
か
わ
る
楚
王
故
事
に
属
し
、
楚
で
成
立
し
た

現
地
性
文
献
と
見
な
さ
れ
る
。
本
章
で
は
『
君
人
者
何
必
安
哉
（
甲

本
）
』
（
以
下
、
甲
本
と
略
記
）
と
『
君
人
者
何
必
安
哉
（
乙
本
）
』

（
以
下
、
乙
本
と
略
記
）
と
の
比
較
分
析
を
試
み
、
両
者
の
関
係

や
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

ま
ず
両
者
の
共
通
性
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
は
じ
め
に
竹
簡
の

形
制
面
で
は
、
左
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
甲
乙
両
本
は
簡
長
・
契

ロ
距
離
が
ほ
ぼ
一
致
し
、
竹
簡
の
枚
数
も
同
数
（
九
枚
）
か
ら
な

り
、
緊
密
な
共
通
性
を
示
す
。
す
な
わ
ち
両
本
は
、
同
形
式
•
同

枚
数
の
竹
簡
に
書
写
さ
れ
た
同
じ
内
容
を
も
つ
二
種
の
テ
キ
ス
ト

と
い
う
関
係
に
あ
り
、
同
一
の
冊
書
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
慮
さ

れ
る
。次

に
本
文
・
字
体
を
見
て
み
よ
う
。
両
者
が
本
文
・
字
体
の
両

面
に
お
い
て
密
接
な
共
通
性
を
も
つ
こ
と
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦

国
楚
竹
書
（
七
）
』
に
附
載
さ
れ
た
「
《
君
人
者
何
必
安
哉
》
甲
本
・

乙
本
字
形
対
照
表
」
か
ら
も
容
易
に
看
取
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
参

考
ま
で
に
具
体
的
な
数
値
を
示
し
て
お
く
。

『
君
人
者
何
必
安
哉
』
の
総
字
数
は
、
竹
簡
に
残
餓
の
な
い
甲

本
に
よ
れ
ば
、
二
百
四
十
一
字
（
便
宜
上
、
合
文
は
二
字
と
し
て

計
数
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
乙
本
は
二
百
三
十
七
字
で
あ

(231) 



乙
本

甲
本

簡
長
3
3
.
2
-
3
3
.
9
 r
•
簡
寛
0
.
6;
\
'
.
"
•
厚
約

0
.
1
2;
\
'
.
'
'
•
簡
端
平
頭
・
両
道
編
縄

第

一

，

契

口

第

二

契

口

8.2~9.2 

1
5
.
5
 ._,.. 
1
6
.
7
 

簡
長
3
3
,

5

S

 3
3
.
7
 ;
\
'
.
'
'
•
簡
寛

0
.
6;
\
'
.
'
'
•
厚
約

0
.
1
2;
\
'
.
'
'
•
簡
端
平
頭
・
両
道
編
縄

第

，

一

契

口

第

二

契

口

9.1~9.2 

1
6
.
1
 

s
 
1
6
.
7
 

る
が
、
こ
の
差
異
は
、
簡

5
上
端
部
の
字
分
と
簡

7
上
端
部
の

二
字
分
と
の
計
四
字
分
の
敏
損
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
甲
乙

両
本
は
も
と
も
と
同
字
数
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
。比

較
可
能
な
二
百
三
十
七
字
の
う
ち
、
本
文
（
文
字
）
の
異
同

は
一
字
（
簡

5

．
甲
本
「
之
」
ー
乙
本
「
先
」
）
で
あ
り
、
後
述
の

ご
と
く
形
体
上
の
類
似
に
よ
る
誤
写
と
見
な
さ
れ
る
。

字
体
上
の
異
同
に
つ
い
て
み
る
と
、
先
の
二
百
三
十
七
字
か
ら
、

竹
簡
の
損
傷
や
文
字
の
薄
れ
な
ど
に
よ
り
文
字
の
一
部
が
不
明
で

全
体
を
把
握
し
が
た
い
六
字
と
、
装
飾
的
に
添
加
さ
れ
る
円
点
や

短
横
の
有
無
の
よ
う
な
個
人
の
書
写
習
慣
の
影
響
が
考
慮
さ
れ
る

十
五
字
と
の
計
二
十
一
字
を
除
い
た
二
百
十
六
字
の
う
ち
、
字
体

8
.
3
 ._,,... 
8
.
6
 

8.2~8.3 

お
よ
そ
八
十
パ
ー

が
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
す
る
も
の
は
一
七
四
字
、

セ
ン
ト
に
の
ぼ
る
。

こ
れ
ら
の
数
値
に
よ
っ
て
、
甲
乙
両
本
が
き
わ
め
て
近
い
関
係

に
あ
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
両
者
の
緊

密
な
関
係
を
示
す
具
体
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
（
末
尾
[
図
3
]
参

照）。こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
甲
乙
両
本
が
他
の
戦
国
楚
簡
に
は
見
い

だ
し
が
た
い
異
体
字
を
共
有
す
る
例
で
あ
る
。
「
常
用
体
」
欄
の

「
楽
」
「
者
」
に
つ
い
て
は
、
甲
乙
両
本
の
他
の
箇
所
に
見
え
る
楚

簡
習
見
の
字
形
を
掲
げ
、
「
珪
」
に
つ
い
て
は
用
例
が
一
例
の
み
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
取
り
あ
え
ず
『
魯
邦
大
旱
』
簡

2
の
例
を
掲
げ

た
。
各
文
字
の
特
異
点
を
個
別
に
指
摘
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
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そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
本
文
（
文
字
）

る。

(
I
)
間
国

I

口困一

(II)

旦

ー

冒

の
異
同
で
あ
る
。
上
述

•
「
楽
」
…
…
上
部
中
央
を
「
公
」
に
作
る
。

•
「
者
」
…
…
上
部
を
「
V
-
」
に
作
る
。

•
「
珪
」
…
…
右
芳
「
圭
」
の
下
部
を
「
干
」
に
作
る
。

こ
の
よ
う
な
複
数
に
お
よ
ぶ
異
体
字
の
共
有
は
決
し
て
偶
然
に

生
じ
得
る
も
の
で
は
な
く
、
甲
乙
両
本
の
緊
密
な
関
係
を
具
体
的

に
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
両
者
は
ど
の
よ
う
な
系

譜
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
さ

ら
に
検
討
を
進
め
て
み
よ
う
。

三
、
『
君
人
者
何
必
安
哉
（
甲
本
・
乙
本
）
』
の
系
譜
関
係
（
一
）

前
章
で
指
摘
し
た
甲
乙
両
本
に
認
め
ら
れ
る
緊
密
な
共
通
性
を

踏
ま
え
れ
ば
、
両
者
の
系
譜
関
係
と
し
て
、
ま
ず
次
の

(
I
)
ま

た
は

(II)
に
示
す
よ
う
な
直
系
の
親
子
関
係
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

の
と
お
り
甲
乙
両
本
の
間
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
一
字
の
異
同
が

認
め
ら
れ
る
（
末
尾
[
図
4
]
参
照
）
〇

王
の
目
観

先
王
の
目
観
を

[
原
文
]

•
州
徒
之
栗
而
天
下
莫
不
語

2
1王
之
所
以
為
目
観
也
…
…
甲
本

•
州
徒
之
栗
而
天
下
莫
不
語
兒
王
之
所
以
為
目
観
也
…
…
乙
本

[
訓
読
]

•
州
徒
の
楽
は
、
而
ち
天
下
之
を
語
ら
ざ
る
莫
く
、

を
為
す
所
以
な
り
…
…
甲
本

•
州
徒
の
楽
は
、
而
ち
天
下
語
ら
ざ
る
莫
く
、

為
す
所
以
な
り
…
…
乙
本

整
理
者
の
膜
茅
左
氏
は
乙
本
の
「
釈
文
考
釈
」
の
な
か
で
、

「
「
先
」
、
隔
抄
誤
、
本
篇
甲
本
作
「
之
」
」
と
述
べ
て
乙
本
の
「
先
」

を
誤
写
と
見
る
が
、
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
研

究
生
読
書
会
「
《
上
博
七
•
君
人
者
何
必
安
哉
》
校
読
」
（
注5)
が
「
此

慮
甲
本
作
II

之
II

、
乙
本
作
II

先
II

。
甲
本
II

之
II

是
乙
本
II

先
II

之

誤
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
乙
本
の
「
先
」
が
原
文
で
あ

り
、
甲
本
の
「
之
」
は
「
先
」
の
上
部
と
の
形
体
上
の
類
似
に
よ

っ
て
生
じ
た
誤
写
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
「
先
」
が
原
文
で
あ
る

こ
と
は
、
後
文
に
「

ii為
此
、
人
謂
之
安
邦
、
謂
之
利
民
」
と

続
く
点
や
、
単
独
で
の
「
王
」
は
「
王
乃
出
而
見
之
。
王
日
、

．．． 
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・
:
」
の
よ
う
に
地
の
文
の
み
に
用
い
ら
れ
、
疸
乗
の
他
の
発
言
中

で
は
も
っ
ぱ
ら
「
君
王
」
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
、
称
呼
の
使
い

分
け
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

仮
に
前
掲
の
系
譜

(
I
)
の
よ
う
に
甲
本
が
乙
本
の
親
本
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
乙
本
は
甲
本
の
誤
文
「
之
」
を
継
承
す
る
は
ず
で

あ
り
、
乙
本
が
原
文
「
先
」
に
作
る
こ
と
は

(
I
)
に
対
す
る
反

証
と
見
な
さ
れ
る
。

ま
た
甲
本
に
は
、
訛
体
と
は
断
定
し
得
な
い
も
の
の
、
他
の
楚

簡
に
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
異
体
字
が
見
い
だ
さ
れ
る
（
末
尾
[
図

5
]
参
照
）
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
乙
本
で
は
楚
簡
習
見
の
形
体
で

書
写
さ
れ
て
お
り
、
甲
本
と
の
直
接
的
な
交
渉
を
う
か
が
わ
せ
る

形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

次
に
合
文
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
裸
茅
左
氏
の
「
説
明
」
に
は

甲
本
は
「
合
文
四
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
簡
3

「珪
t
i

（
珪
玉
）
」
、

簡
5

「
靡
~
―
-
（
之
所
）
」
、
簡

8

「
ヒ
十
＝
（
七
十
）
」
の
他
に
簡
4

の

「
一
人
（
一
人
）
」
を
含
め
た
数
と
見
な
さ
れ
る
。
確
か
に
甲
本
で
は

「
-
」
と
「
人
」
と
の
両
字
が
密
着
し
て
合
文
の
形
態
を
示
す
が
、

他
の
三
例
に
共
通
す
る
合
文
符
号
「
＝
」
が
付
さ
れ
て
い
な
い
点

が
注
意
さ
れ
る
。
上
博
楚
簡
に
限
ら
ず
戦
国
楚
簡
に
お
け
る
合
文

の
表
記
は
、
右
下
に
合
文
符
号
を
付
す
の
が
正
則
で
あ
り
、
甲
本

簡
4
の
場
合
は
変
則
と
見
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
乙
本
簡
4
で

は
「
一
」
と
「
人
」
と
の
間
に
空
白
を
も
つ
通
常
の
析
書
で
表
記

さ
れ
て
お
り
、
甲
本
と
の
間
に
継
承
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い

尾
[
図
6
]
参
照
）
〇

甲
本
簡
4
の
「
一
人
」
に
合
文
符
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
理
由
に

つ
い
て
は
、
甲
本
の
書
写
者
が
合
文
符
号
を
書
き
落
と
し
た
可
能

性
も
考
慮
さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
李
守
奎
•
曲
沐
•
孫
偉
龍
編
著

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

(
-
I五
）
文
字
篇
』
（
作
家
出
版

社
、
二

0
0
七
年
）
に
よ
っ
て
上
博
楚
簡
に
お
け
る
「
一
人
」
の

表
記
傾
向
を
調
査
す
る
と
、
合
文
一
例
（
『
曹
沫
之
陳
』
簡
2
6
)
に

対
し
て
、
字
間
を
空
け
た
通
常
の
析
書
は
五
例
（
『
細
衣
』
簡
8

/

『
従
政
甲
篇
』
簡
3
•

簡
4
/

『
容
成
氏
』
簡
4
8
/『
束
大
王
泊

旱
』
簡
1
4
)
で
あ
り
、
「
一
人
」
の
合
文
表
記
は
、
必
ず
し
も
大
勢

を
占
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
む
し
ろ
甲
本
簡
4
の
変
則
は
、

通
常
の
析
書
で
表
記
さ
れ
た
親
本
の
「
一
人
」
を
甲
本
の
書
き
手

が
合
文
と
誤
解
し
て
密
着
さ
せ
、
そ
の
直
後
に
析
書
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
い
て
合
文
符
号
を
付
さ
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
た
可
能
性

が
高
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
誤
解
は
、
親
本
の
析
書
「
一
人
」

の
字
間
が
比
較
的
狭
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
本
章
の
検
討
結
果
は
い
ず
れ
も
系
譜

(
I
)

に
対
す
る
反
証
と
見
な
さ
れ
、
少
な
く
と
も
甲
本
が
乙
本
の
親
本

で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
裏
付
け
る
根
拠
は
見
い
だ
し
難
い
こ
と

が
明
ら
か
と
な
る
。

（末
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四
、
『
君
人
者
何
必
安
哉
（
甲
本
・
乙
本
）
』
の
系
譜
関
係
（
二
）

そ
れ
で
は
、
逆
に
乙
本
が
甲
本
の
親
本
で
あ
る
と
す
る
系
譜

(II)

の
可
能
性
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
乙
本
に
は
、
誤
写
と
断

定
し
得
る
よ
う
な
本
文
の
異
同
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
が
、
他
の
楚

簡
に
は
例
を
見
な
い
異
体
字
が
散
見
さ
れ
る
（
末
尾
[
図
7
]
参

照
）
。
甲
本
で
は
こ
れ
ら
の
文
字
は
い
ず
れ
も
楚
簡
習
見
の
形
体
で

書
写
さ
れ
て
お
り
、
乙
本
と
の
直
接
的
な
交
渉
を
う
か
が
わ
せ
る

形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

上
述
の
と
お
り
、
甲
本
に
も
楚
簡
習
見
の
形
体
と
は
異
な
る
異

体
字
が
見
い
だ
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ま
っ
た
く
の

訛
体
と
断
定
し
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
乙
本

に
見
え
る
異
体
字
の
大
部
分
は
、
訛
体
に
属
す
る
も
の
と
見
な
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
乙
本
の
書
き
手
の
文
字
に
対
す
る
習

熟
度
が
、
甲
本
の
書
き
手
よ
り
も
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
前
章
で
の
「
一
人
」
の
合
文
表
記
に
関
す
る
検
討
に
よ
れ

ば
、
甲
本
の
親
本
は
字
間
が
比
較
的
狭
い
析
書
で
あ
っ
た
可
能
性

が
高
く
、
乙
本
の
よ
う
な
明
瞭
な
析
書
を
合
文
に
見
誤
っ
た
と
の

想
定
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
系
譜

(II)
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
を
積
極
的
に
裏
付
け
る
根
拠
は
見
い
だ
し
難
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
章
お
よ
び
本
章
の
検
討
に
お
い
て
は
、
主
と
し

て
両
本
の
訛
誤
に
注
目
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
留
意
さ
れ

る
の
は
、
書
写
に
あ
た
っ
て
書
き
手
が
親
本
の
本
文
に
修
訂
を
加

え
る
可
能
性
で
あ
る
。
仮
に
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
る
と
す
れ
ば
、

(
I
)
や

(II)
に
お
け
る
訛
誤
の
継
承
関
係
の
有
無
は
、
必
ず

し
も
両
者
の
系
譜
の
妥
当
性
を
判
定
す
る
根
拠
と
は
見
な
し
が
た

い
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
そ
の
可
能
性
は
、
以
下
の
理
由
か
ら
き
わ
め
て
低
い
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば

(
I
)

の
よ
う
に
甲
本
が
乙
本

の
親
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
乙
本
の
書
き
手
は
甲
本
の
誤
写
や
楚

簡
習
見
の
文
字
と
は
異
な
る
文
字
に
つ
い
て
修
訂
を
加
え
つ
つ
書

写
を
進
め
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
乙
本
に
は
、
文
字
や
書
法
に

対
す
る
書
き
手
の
習
熟
度
の
低
さ
を
如
実
に
示
す
訛
体
が
随
所
に

散
見
さ
れ
、
は
た
し
て
乙
本
の
書
き
手
が
親
本
で
あ
る
甲
本
に
対

し
て
、
そ
の
よ
う
な
修
訂
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
か
に

つ
い
て
は
、
大
い
に
疑
問
が
残
る
。
と
く
に
誤
写
と
見
な
さ
れ
る

甲
本
の
「
之
」
字
を
「
先
」
字
に
修
正
す
る
こ
と
な
ど
、
誤
写
の

な
い
別
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
な
い
限
り
、
お
そ
ら
く
不
可
能
で

あ
ろ
う
。

そ
し
て
同
様
な
状
況
は

(II)
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
る
。
乙

本
が
甲
本
の
親
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
甲
本
の
書
き
手
は
、
乙
本

の
随
所
に
散
在
す
る
訛
体
の
一
っ
―
つ
に
つ
い
て
注
意
深
く
修
正
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を
加
え
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
「
先
」
字
を
「
之
」

字
に
誤
写
し
た
り
、
析
書
で
表
記
さ
れ
た
「
一
人
」
を
合
文
の
よ

う
に
表
記
す
る
と
い
っ
た
、
不
注
意
に
よ
る
異
同
を
生
じ
て
い
る

の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
訛
誤
を
含
む
テ
キ
ス
ト
に
修
訂
を
加
え
、
よ
り
純
度

の
高
い
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
文
字
書
写
の
み
な
ら

ず
内
容
に
も
精
通
し
た
高
度
な
学
力
が
必
要
と
さ
れ
る
。
文
字
や

書
法
に
未
熟
な
書
き
手
が
、
親
本
の
訛
誤
を
修
正
す
る
一
方
で
新

た
な
訛
誤
を
発
生
さ
せ
た
と
の
状
況
設
定
は
き
わ
め
て
不
自
然
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
甲
本
と
乙
本
と
の
間
に

(
I
)
あ
る
い
は

(II)

の
ご
と
き
直
系
の
親
子
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
第
二
章
に
お
い
て
指
摘
し
た
両
者
の
緊
密
な
関
係
を
考
慮

す
れ
ば
、
甲
乙
両
本
は
、
以
下
に
示
す
系
譜

(rn)
の
よ
う
な
、

共
通
の
親
本
を
も
つ
兄
弟
の
関
係
に
あ
る
と
見
る
の
が
最
も
穏
当

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

冒

（
田
）
冒
□
旦

こ
の
結
論
が
妥
当
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
共
通
の
親
本
か
ら
、

稚
拙
性
を
帯
び
た
特
殊
字
体
を
も
ち
、
誤
写
や
訛
体
を
含
む
粗
悪

五
、
『
君
人
者
何
必
安
哉
（
甲
本
・
乙
本
）
』
に
お
け
る
書
写
の

実
態

な
二
種
の
テ
キ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
た
の
か
と
の
新
た
な
疑
問
が
提

起
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
上
述
し
た
仮
説
を
適

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
甲
乙
両
本
は
共
通
の
親
本
、
す
な
わ
ち
手

本
と
な
る
課
本
簡
に
も
と
づ
く
習
字
簡
で
あ
る
と
の
整
合
的
な
解

答
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
次
章
で
は
、
さ
ら
に
甲
乙
両
本
に
お

け
る
書
写
の
実
態
か
ら
、
両
者
を
習
字
簡
と
見
な
す
こ
と
の
妥
当

性
を
検
証
し
て
み
よ
う
。

甲
乙
両
本
に
は
、
重
ね
書
き
や
別
筆
な
ど
、
整
写
さ
れ
た
テ
キ

ス
ト
に
は
見
い
だ
し
難
い
特
殊
な
現
象
が
認
め
ら
れ
る
。
本
章
で

は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
実
例
を
示
し
つ
つ
分
析
を
加
え
て
み
た
い
。

[図

I
]
に
挙
げ
た
諸
例
は
、
一
旦
書
い
た
文
字
の
上
か
ら
重

ね
書
き
し
、
修
正
を
加
え
た
と
見
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
筆
画
が
細
す
ぎ
た
た
め
に
重
ね
書
き
に
よ
っ
て
太

く
し
た
、
あ
る
い
は
点
画
の
長
さ
や
方
向
を
重
ね
書
き
に
よ
っ
て

修
正
し
た
な
ど
の
要
因
が
考
慮
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
例
は
、
他
の

整
写
簡
に
は
見
い
だ
し
難
い
特
異
な
現
象
で
あ
り
、
書
き
手
が
い

ま
だ
文
字
に
習
熟
し
て
い
な
い
段
階
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
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蹂
鉗
恰
宍
乏
ヂ
賛
手

•切
d了
A

壬
脊
：
；

ょ
給
酔
：

も
ぷ

1
空
〗
瓶

天
起
甜
ー
、
｀
茅
¢
紫
~
｀叶

周
9

:`璧
らい

次
は
、
甲
乙
両
本
に
認
め
ら
れ
る
別
筆
の
混
在
現
象
で
あ
る
。

ま
ず
甲
本
で
注
目
さ
れ
る
の
は
‘
[
図

II]
に
掲
げ
た
よ
う
に
簡

5
の
前
半
と
後
半
と
の
間
に
書
風
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ

る
。
便
宜
上
、
前
半
を
書
風
A
、
後
半
を
書
風
B
と
し
そ
の
特
徴

[図
II]
別
筆
・
甲
本
（
簡
5
)

[図

I
]
重
ね
書
き

甲

l,2
8

「而
j

—_
-

94 

ぐ心

一
後
半

・
書
風
B

を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

書
風
A
：
・・・
・全
体
的
に
細
身
の
筆
画
を
も
ち
、
書
風

B
に
比

べ
て
肥
痩
差
が
少
な
い
。
具
体
的
な
字
例
で
は
、
「
不
」

＿
前
半
・
書
風
A

甲
5
,
1
8
-
2
0

「
王
龍
其
」

ギ
f、]し

い
•

天

乙
6
,2
5

「人」

ヽ
‘,
t
,ー
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字
（
前
か
ら
七
字
目
）
の
斜
め
に
交
差
す
る
左
右
の

点
画
の
角
度
が
広
く
長
さ
が
短
い
点
が
比
較
の
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。

書
風

B
…
…
全
体
的
に
弾
力
的
な
筆
画
を
も
ち
、
書
風
A
に

比
べ
て
肥
痩
差
が
大
き
い
。
具
体
的
な
字
例
で
は
、

「
不
」
字
（
後
ろ
か
ら
四
字
目
）
の
斜
め
に
交
差
す

る
左
右
の
点
画
の
角
度
が
狭
く
長
さ
が
長
い
点
が
比

較
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

こ
れ
に
も
と
づ
き
甲
本
の
他
の
竹
簡
を
分
析
す
る
と
、
書
風
A

は
簡
1
S

簡
4

お
よ
び
簡
7
後
半
·
簡

8
•

簡
9

の
書
風
と
合
致

し
、
書
風
B

は
簡
6
•

簡
7
前
半
と
合
致
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

書
風
の
分
布
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
書
風
A
と
書
風
B
と
は
書
き

手
の
相
違
に
対
応
し
、
ま
ず
書
風
A
の
書
き
手
が
簡
1
か
ら
簡
5

前
半
ま
で
を
書
写
し
、
簡
5
後
半
か
ら
簡
7
前
半
ま
で
は
書
風
B

の
書
き
手
が
交
替
し
、
最
後
の
簡
7
後
半
か
ら
簡
9
ま
で
を
再
び

書
風
A
の
書
き
手
が
書
写
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
乙
本
の
例
と
し
て
‘
[
図

rn]
に
同
一
語
句
「
者
可
必
安
オ
」

お
よ
び
同
一
文
字
「
不
」
の
別
筆
を
対
照
し
て
掲
げ
、
便
宜
上
、

前
者
を
書
風
C
、
後
者
を
書
風
D
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
ま

と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

書
風

c:・
…
全
体
的
に
縦
長
な
筆
画
を
も
ち
、
書
風
D
に
比

べ
て
肥
痩
差
が
少
な
い
。
具
体
的
な
字
例
で
は
、
「
不
」

字
の
縦
画
が
斜
め
に
交
差
す
る
部
分
の
上
に
出
な
い

点
が
比
較
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

書
風
D
…
…
全
体
的
に
弾
力
的
な
筆
画
を
も
ち
、
書
風

C
に

比
べ
て
肥
痩
差
が
大
き
い
。
具
体
的
な
字
例
で
は
、

「
不
」
字
の
縦
画
が
斜
め
に
交
差
す
る
部
分
の
上
に

突
き
出
る
点
が
比
較
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

こ
れ
に
も
と
づ
き
乙
本
の
他
の
竹
簡
を
分
析
す
る
と
、
書
風

c

は
簡
1
S

簡
4

お
よ
び
簡
6
•
簡

8

の
書
風
と
合
致
し
、
後
半
の

書
風
D

は
簡
5
•

簡
7
•

簡
9

と
合
致
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
書

風
の
分
布
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
書
風

C
と
書
風
D
と
は
書
き
手

の
相
違
に
対
応
し
、
ま
ず
書
風
C
の
書
き
手
が
前
半
の
簡
1
か
ら

簡
4
ま
で
を
書
写
し
、
後
半
は
書
風
D
の
書
き
手
が
簡

5
•

簡
7
.

簡
9

、
書
風
C

の
書
き
手
が
簡
6
•
簡

8

と
交
互
に
書
写
し
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
甲
乙
両
本
に
は
、
二
人
の
書
き
手
が
同
一
簡
の
途

中
で
交
替
し
た
り
、
あ
る
い
は
簡
ご
と
に
交
互
に
分
担
し
た
り
と

い
っ
た
複
雑
な
書
写
形
態
が
認
め
ら
れ
る
。
同
一
篇
内
に
お
け
る

別
筆
現
象
は
『
周
易
』
や
『
飽
叔
牙
典
阻
朋
之
諌
』
（
『
競
建
内
之
』
）

な
ど
に
も
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
竹
簡
の
汚
損
や
餓
失
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な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
た
当
該
テ
キ
ス
ト
の
故
障
に
対
し
て
後
補
を

加
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
甲
乙
両
本
の
場

合
は
後
補
と
見
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
し
か
も
同
一
の
親
本
を

も
つ
兄
弟
の
系
譜
関
係
に
あ
る
両
者
に
共
通
し
て
別
筆
現
象
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
複
数
（
二
人
）
の
書
き
手
に
よ
る

分
担
書
写
と
い
う
形
態
が
、
ひ
と
つ
の
方
式
と
し
て
存
在
し
た
こ

と
を
示
唆
す
る
（
注
6
)
0

別
筆
の
分
析
を
通
し
て
明
ら
か
と
な
っ
た
、
甲
乙
両
本
に
認
め

ら
れ
る
分
担
書
写
の
形
態
は
、
お
そ
ら
く
教
学
の
場
に
お
け
る
複

数
の
学
習
者
の
存
在
と
共
同
体
制
に
よ
る
学
書
の
実
態
と
を
物
語

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
上
博
楚
簡
に
見
え
る
同
一
内
容
を
も
つ
二
種
の
テ

キ
ス
ト
と
稚
拙
性
を
帯
び
た
特
殊
字
体
筋
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

書
風
D

乙
9
,
1
5
-
1
9

「
者
可
必
安
オ
」

山
許
四

六
、
『
君
人
者
何
必
安
哉

（甲
本
・
乙
本
）
』
の
性
格

乙
7
,4

「不」

歪
↑

[図

m]
別
筆

・
乙
本

書
風

c

乙
8
,
1
4
-
1
8

「者
可
必
安
オ
」

乙
4
,
1
9

「不」
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『
君
人
者
何
必
安
哉
（
甲
本
・
乙
本
）
』
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
。

そ
の
結
果
は
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
-
）
甲
乙
両
本
は
同
形
式
•
同
枚
数
の
竹
簡
に
書
写
さ
れ
て
お

り
、
本
文
・
字
体
の
両
面
に
お
い
て
顕
著
な
共
通
性
が
認
め

ら
れ
る
。

（
二
）
甲
乙
両
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
誤
写
や
異
体
字
が
見
い

だ
さ
れ
、
共
通
の
親
本
を
も
つ
兄
弟
の
系
譜
関
係
が
想
定
さ

れ
る
。

（
三
）
甲
乙
両
本
に
は
、
重
ね
書
き
に
よ
る
文
字
の
修
正
や
、
ニ

人
の
書
き
手
に
よ
る
相
互
分
担
な
ど
、
通
常
の
整
写
簡
と
は

異
な
る
書
写
形
態
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
甲
乙
両
本
が
、
同
の
親
本
（
課
本
）
に

も
と
づ
く
習
字
簡
で
あ
る
こ
と
を
傍
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
一

章
で
提
起
し
た
筆
者
の
仮
説
は
、
少
な
く
と
も
『
君
人
者
何
必
安

哉
（
甲
本
・
乙
本
）
』
に
関
す
る
限
り
、
ほ
ぼ
立
証
し
得
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

『
国
語
』
楚
語
上
に
は
、
荘
王
の
太
子
の
教
育
係
に
任
命
さ
れ

た
士
齋
に
太
子
教
育
の
方
策
を
尋
ね
ら
れ
た
申
叔
時
が
、
「
春
秋
」

「
世
」
「
詩
」
「
礼
」
「
楽
」
「
令
」
「
語
」
「
故
志
」
「
訓
典
」
の
九

種
の
科
目
を
挙
げ
て
、
個
々
に
そ
の
教
育
目
的
を
明
ら
か
に
し
た

荘
王
使
士
唖
僻
太
子
簸
、
…
・
：
王
卒
使
偲
之
、
問
於
申
叔
時
。

叔
時
日
、
教
之
春
秋
、
而
為
之
登
善
、
而
抑
悪
焉
、
以
戒
勧

其
心
。
教
之
世
、
而
為
之
昭
明
徳
、
而
暖
幽
昏
焉
、
以
休
憚

其
動
。
教
之
詩
、
而
為
之
導
廣
顕
徳
、
以
燿
明
其
志
。
教
之

證
、
使
知
上
下
之
則
。
教
之
楽
、
以
疏
其
稼
、
而
鎮
其
浮
。

教
之
令
、
使
訪
物
官
。
教
之
語
、
使
明
其
徳
、
而
知
先
王
之

務
、
用
明
徳
於
民
也
。
教
之
故
志
、
使
知
廂
興
者
、
而
戒
憚

焉
。
教
之
訓
典
、
使
知
族
類
、
行
比
義
焉
。

陳
偉
氏
は
『
昭
王
毀
室
』
『
昭
王
輿
襲
之
牌
』
『
束
大
王
泊
旱
』

な
ど
の
楚
王
故
事
を
、
こ
の
九
科
目
の
な
か
の
「
語
」
（
傍
線
部
）

に
該
当
す
る
書
籍
と
見
な
し
て
い
る
五
7)°

湯
浅
邦
弘
氏
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
「
語
」
に
属
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
判
断
は
し
ば

ら
く
保
留
す
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
楚
王
故
事
の
読
者
と
し
て

最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、
楚
の
王
や
貴
族
、
さ
ら
に
将
来
国
政
を

担
う
太
子
や
貴
族
の
子
弟
た
ち
で
あ
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
異
論

の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
（
注
8
)
。
そ
し
て
、
楚
王
故
事
の
も
つ
こ

う
し
た
教
学
書
的
性
格
と
、
本
稿
に
お
け
る
検
討
結
果
と
を
考
え

合
わ
せ
れ
ば
、
『
君
人
者
何
必
安
哉
（
甲
本
・
乙
本
）
』
は
、
楚
の
王

族
あ
る
い
は
貴
族
の
子
弟
の
手
に
な
る
習
字
簡
で
あ
っ
た
可
能
性

記
述
が
見
え
る
。
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が
指
摘
さ
れ
る
凡
9
)
0

そ
し
て
こ
の
推
測
に
大
過
な
け
れ
ば
、
『
君
人
者
何
必
安
哉
（
甲

本
・
乙
本
）
』
と
の
関
連
か
ら
、
楚
王
故
事
に
属
す
る
他
の
『
昭
王

毀
室
•
昭
王
輿
典
之
牌
』
『
束
大
王
泊
旱
』
『
荘
王
既
成
・
申
公
臣

霊
王
』
『
平
王
問
鄭
寿
•
平
王
与
王
子
木
』
『
鄭
子
家
喪
』
の
み
な

ら
ず

A
.
B
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
楚
王
故
事
以
外
の
『
恨
子
日
恭

倹
』
『
用
日
』
『
天
子
建
州
（
甲
本
・
乙
本
）
』
『
凡
物
流
形
（
甲
本
・

乙
本
）
』
な
ど
に
つ
い
て
も
、
教
学
書
あ
る
い
は
習
字
簡
と
し
て
の

性
格
を
有
し
た
可
能
性
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

さ
ら
に
、
上
博
楚
簡
が
同
一
墓
か
ら
の
出
土
で
あ
る
と
の
前
提

に
立
て
ば
、
上
博
楚
簡
の
全
体
が
、
教
学
書
あ
る
い
は
習
字
簡
で

構
成
さ
れ
た
資
料
群
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
よ
う
。
先
に

引
用
し
た
『
国
語
』
楚
語
上
に
記
さ
れ
た
九
種
の
科
目
領
域
は
、

学
芸
に
か
か
わ
る
多
様
な
書
籍
で
構
成
さ
れ
る
上
博
楚
簡
の
特
異

性
に
対
し
て
も
、
一
定
の
整
合
的
な
理
解
を
可
能
に
す
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

今
後
は
こ
う
し
た
見
通
し
の
も
と
に
、

A
.
B
グ
ル
ー
プ
の
他

の
資
料
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
試
み
、
特
殊
字
体
簡
の
実
態
を

解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
は
、
言
わ
ば
そ
の
一
連
の
検

証
作
業
の
第
一
歩
を
な
す
に
過
ぎ
な
い
。

(
1
)

馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
六
）
』
（
上
海
古
籍

出
版
社
、
二

0
0
七
年
）
、
同
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
七
）
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
八
年
）

(
2
)

現
在
ま
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
第
一
分
冊
か
ら
第
七
分
冊
ま
で
の

う
ち
、
甲
•
乙
の
表
示
を
も
つ
文
献
に
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
『
従
政

（
甲
篇
・
乙
篇
）
』
（
第
二
分
冊
）
、
『
武
王
践
昨
（
甲
本
・
乙
本
）
』
（
第

七
分
冊
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
『
従
政
』
は
甲
篇
と
乙
篇
と
の
間
に
内

容
の
重
複
が
な
く
、
字
体
・
形
制
の
共
通
性
か
ら
、
両
者
は
一
篇
の

書
籍
と
見
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
武
王
践
昨
』
は
甲
本
と
乙
本
と
の
間

に
内
容
面
で
大
き
な
異
同
が
あ
り
、
両
者
は
系
列
の
異
な
る
別
本
と

見
な
さ
れ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
『
従
政
（
甲
篇
・
乙
篇
）
』
『
武
王

践
昨
（
甲
本
・
乙
本
）
』
は
検
討
の
対
象
に
含
め
な
か
っ
た
。

(
3
)

こ
こ
で
武
威
漢
簡
『
俄
礼
』
に
つ
い
て
、
言
及
し
て
お
き
た
い
。

当
該
資
料
は
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
の
三
種
か
ら
な
り
、
甲
本
が
「
士

相
見
之
礼
第
三
」
「
服
伝
第
八
」
「
特
牲
第
十
」
「
少
牢
第
十
一
」
「
有

司
第
十
二
」
「
燕
礼
第
十
三
」
「
泰
射
第
十
四
」
の
七
篇
（
木
簡
三
百

九
十
八
枚
）
、
乙
本
が
「
服
伝
第
八
」
一
篇
（
木
簡
三
十
七
枚
）
、
丙

本
が
「
喪
服
」
一
篇
（
竹
簡
三
十
四
枚
）
で
構
成
さ
れ
、
い
ず
れ
も

き
わ
め
て
謹
直
な
漢
隷
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
甲
乙
両
本
に
重
出
す

る
「
服
伝
第
八
」
が
例
外
的
に
生
じ
た
重
複
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と

注
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の
内
容
を
も
つ
三
種
の
『
儀
礼
』
テ
キ
ス
ト
が
副
葬
さ
れ
た

こ
と
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
慎
重
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
。
仮
に
後
者
で
あ
れ
ば
、
武
威
漢
簡
『
儀
礼
』
は
同
一
墓
に
同

じ
内
容
を
も
つ
複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
副
葬
さ
れ
た
例
と
な
る
。
そ
の

場
合
、
同
出
の
木
簡
の
分
析
に
よ
り
、
墓
主
は
生
前
、
郡
学
に
か
か

わ
り
を
も
つ
礼
経
伝
授
の
専
家
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
は
、

後
述
す
る
筆
者
の
仮
説
と
の
関
連
か
ら
注
目
に
値
す
る
。

(
4
)

以
下
に
お
け
る
分
析
は
、
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚

竹
書
（
七
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
八
年
）
所
収
『
君
人
者

何
必
安
哉
（
甲
本
・
乙
本
）
』
（
「
釈
文
考
釈
」
は
液
茅
左
氏
）
に
も
と

づ
き
、
引
用
は
便
宜
上
、
通
行
の
字
体
に
し
た
が
っ
た
。

(
5
)
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
研
究
生
読
書
会
「
《
上
博

七
•
君
人
者
何
必
安
哉
》
校
読
」
程
勝
軒
執
筆
（
復
旦
大
学
出
土
文

献
与
古
文
字
研
究
中
心
網
姑
、
二

0
0
八
年
十
二
月
三
十
一
日
）

注

[14]

(
6
)
李
松
儒
「
《
凡
物
流
形
》
甲
乙
本
字
跡
研
究
」
（
武
漢
大
学
簡
吊
研

究
中
心
「
簡
吊
網
J

、
二

0
0九
年
六
月
五
日
）
は
、
『
凡
物
流
形
（
甲

本
）
』
に
は
二
種
の
字
体
が
認
め
ら
れ
、
二
人
の
書
き
手
に
よ
っ
て
書

写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
第
一
章
で
述

べ
た
よ
う
に
『
凡
物
流
形
（
甲
本
）
』
は
特
殊
字
体
簡
か
ら
な
る

B
グ

ル
ー
プ
に
属
し
、
当
該
テ
キ
ス
ト
に
も
二
人
の
書
き
手
に
よ
る
分
担

書
写
と
い
う
現
象
を
認
め
得
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ

も
同

い
て
は
、
あ
ら
た
め
て

B
グ
ル
ー
プ
全
体
を
対
象
に
総
合
的
な
分
析

を
試
み
る
予
定
で
あ
る
。

(
7
)
陳
偉
「
《
昭
王
毀
室
》
等
三
篇
的
幾
個
問
題
」
（
『
出
土
文
献
研
究
』

第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
五
年
）

(
8
)
湯
浅
邦
弘
「
語
り
継
が
れ
る
先
王
の
故
事
ー
『
昭
王
奥
襲
之
肺
』

_
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十
号
、
二

0
0
六
年
、
湯
浅
邦
弘
編

『
上
博
楚
簡
研
究
』
〈
汲
古
書
院
、
二

0
0七
年
〉
再
収
）

(
9
)
戦
国
期
の
王
や
貴
族
た
ち
に
と
っ
て
、
文
字
の
読
み
書
き
が
必
須

の
教
養
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
を
侯
た
ず
、
そ
の
た
め
の
学
習
の
中
心

と
し
て
、
課
本
と
な
る
テ
キ
ス
ト
の
書
写
が
重
要
な
位
置
を
占
め
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
と
く
に
基
礎
的
な
文
字
の
習
得
が
な
さ

れ
た
次
の
段
階
の
学
習
と
し
て
、
為
政
者
と
し
て
の
心
得
や
教
養
に

資
す
る
書
物
の
書
写
は
、
内
容
理
解
と
学
書
と
の
両
面
か
ら
最
も
有

効
な
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
時
代
状
況
や
想
定
さ
れ
る
書

き
手
の
身
分
階
層
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
単
純
に
結
び
つ
け
る
こ

と
は
危
険
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
学
書
の
伝
統
を
具
体
的
に
示
す
事

例
と
し
て
、
一
九
九
四
年
に
吐
魯
番
の
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
群
か
ら
出

土
し
た
『
論
語
鄭
氏
注
』
残
巻
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の

残
巻
は
末
尾
に
記
さ
れ
た
題
記
か
ら
、
唐
の
景
龍
四
年
（
七
―

O
)

に
十
二
歳
の
私
学
生
卜
天
寿
の
書
写
に
か
か
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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[
付
記
]

本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

(
C
)
)
「戦

国
簡
阻
文
字
の
地
域
差
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
（
課
題
番
号
2
0
5
2
0
3
8
6
)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

[図
1
]
稚
拙
性
を
帯
び
た
特
殊
字
体
筋
の
例

『
用
日
』
筋

13
（
第
六
分
冊
所
収
）

『
天
子
建
州
（
乙
本
）
』
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1

（
第
六
分
冊
所
収
）
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乙
本

甲
本

珪 者 楽
字
例
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先
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[図

4
]
甲
本
と
乙
本
と
の
本
文
（
文
字
）

の
異
同

3-24 

彦
8-22 5-02 

甲

本

喜
3-22 8-14 4-30 

乙

本

踪
魯

2-22 
甲

9-19 

磁ロ

[
図
3
]
甲
乙
両
本
に
共
通
す
る
異
体
字
例
（
算
用
数
字
は
簡
号
—
字
号
を
示
す
）

常
用
体
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字
人 例

げ甲

本

4-12/13 

乙

本

4-15/16 

[図
5
]
甲
本
の
異
体
字
例

[図

6
]
簡

4

「
一
人
」

の
形
体

萬 魂 邦
字
例

認
9-03 

8-22 

7-17 

7-07 

h
"賃

f
f＂ 6-14 

甲

本

餅
6-11 

乙

本

(246) 



献 必 祭 臥 中
字
例

[図
7
]
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甲

本

乙
本
の
異
体
字
例

9-09 8-16 5-16 2-25 2-23 

乙

本

中
央
部
「
日
」
を
「
田
」
に
作
る

下
部
の
点
画
を
左
方
向
に
払
う

支
の
上
下
分
断

食
偏
下
部
「

t
」
を
「

y
」
に
作
る

中
央
部
「
口
」
を
「
曰
」
に
作
る

乙
本
訛
体
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